


桐生市庁舎建設 基本設計



新庁舎の基本理念を受けとめた
基本設計方針とデザインコンセプト



新庁舎の基本理念を受けとめた
基本設計方針とデザインコンセプト







窓口形状のイメージ





執務スペースのレイアウトイメージ



新庁舎内部のイメージ

ロビー・待合

1階窓口

1階窓口
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2階窓口
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景観やまちづくりに寄与する土地利用イメージ



総合案内 多目的スペース



新川橋通り

駐車場

（仮称）織姫の杜遊歩道



旧織姫神社から新庁舎を見たイメージ

駐車場

旧織姫神社

新川橋通り

（仮称）織姫の杜遊歩道

















配置計画



平面計画



平面計画





事業スケジュール



建設プロセスイメージ



建設プロセスイメージ



建設プロセスイメージ





概算事業費

区 分 事業費(税込) 備 考

調査・設計費用 約５．０億円 各種調査、設計、工事監理など

解体工事 約１１．０億円
１期：議事堂＋車両棟＋周辺外構
２期：本館＋新館＋外構

本体工事 約５８．０億円
建築工事（サイン、造作家具含む）、
空調換気設備工事、給排水衛生設備工事、
電気工事、昇降機工事

環境配慮関連費 約４．５億円 ZEB Ready認証、CASBEE認証レベル

水害対策費 約２．１億円 盛土工事

外構工事 約３．７億円 庁舎周囲、駐車場整備、桜並木

付帯工事 約２．５億円
議場・委員会室設備、太陽光発電、
電話・LAN配線、EV急速充電器設置など

関連費用 約２．８億円 什器購入

追加工事 約０．４億円 周辺道路整備

合 計 約９０．０億円



財源

区 分 事業費 備 考

庁舎整備基金 約１２．０億円
調査費用、設計費用の一部、家具什器・
備品購入費など

地方債（合併特例債） 約７８．０億円
設計費用の一部、工事監理、建設費用・
付帯工事など

合計 約９０．０億円



合併特例債 約７８．０億円

○利子は含んでいません。

負担主体 負担割合 金 額 備 考

市

７０％ 約５４．６億円 国からの地方交付税で措置

３０％ 約２３．４億円
今後見込まれる実質負担
（元金のみ）
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